
精神保健福祉士の養成の在り方等に関する検討会構成員名簿  

○は座長   



第1回検討会での主な意見と  
対応案について   



第1回検討会での主な意見と対応案について  

1社会福祉士の教育力リキュラムにおいて反映  

2 第3回以降の本検討会において議論   



第1回検討会での主な意見と対応案について  

3 当初の社会福祉士の教育力リキュラムを維持  

2   



第1回検討会での意見を踏まえた社会福祉士の教育力リキュラムの主な変更点   

※ 参考資料2「社会福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」14頁参照  
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1－C 社会理論と社会システム（30時間）  

シラバスの内容  

想定される教育内容の例   
ねらい   含まれるべき事項   

・社会理論による現代社会の捉え方を   ① 現代社会の理解   ○ 社会システム   ・社会システムの概念、文化・規範、   

理解する。  社会意識、産業と職業、社会階級と  

社会階層、社会指標  

・生活について理解する。  ・その他  

○ 法と社会システム   ・法と社会規範  
・人と社会の関係について理解する。  

・法と社会秩序  

・その他  

○ 経済と社会システム   ・市場の概念  

・交換の概念  

・労働の概念 ・就業形態 ・その他  



第1回検討会での意見を踏まえた社会福祉士の教育力リキュラムの主な変更点  

※参考資料2「社会福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」30頁参照  
＝■■■■■■●■■■1■■■■－■■■－■●1…■－t■■■－●－■－…■－……←－－●■■－■■＝■－■■■－■■－…■■■■■暮1■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■●●  

［  3－b福祉行財政と福祉計画（30時間）  

シラバスの内容  

」  

想定される教育内容の例   
ねらい   含まれるべき事項   

・福祉の行財政の実施体制（国・都道   ①福祉行政の実施体制   ○ 国の役割   ・法定受託事務と自治事務   

府県・市町村め役割、国と地方の関係、  ・その他  

財源、組織及び団体、専門職の役割を  ○ 都道府県の役割   ■ 福祉行政の広域的調整、事   
含む。）について理解する。  業者の指導監督  

・その他   
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第1回検討会での意見を踏まえた社会福祉士の教育力リキュラムの主な変更点  

※ 参考資料2「社会福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」56、57頁参照  
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4－h 権利擁護と成年後見制度（30時間）  

シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項   

・相談援助活動と法（日本国憲法  ①相談援助活動と法（日本国  ○ 相談援助活動において想定され ・福祉サービスの利用と契約・消費者被害と消費者保護   

の基本原理、民法・行政法の理解を  ・自己破産  t 借家保証  

含む。）との関わりについて理解す   
・行政処分と不服申立  ・その他  

る。  ○ 日本国憲法の基本原理の理解   ・基本的人権の尊重  ・その他  

・相談援助活動において必要とな  

る成年後見制度（後見人等の役割  ○ 民法の理解  ・契約 ・不法行為   ・親族  ・相続  

を含む。）について理解する。  
・その他  

，成年後見制度の実際について理  ○ 行政法の理解  ・行政行為  ・行政事件手続  

解する。  
・情報公開  ・その他  

・社会的排除や虐待などの権利侵  ⑤権利擁護に係る組織、団体  ○ 家庭裁判所の役割 ○ 法務局の役割 ○ 市町村の役割（市町村申立）   

害や認知症などの日常生活上の支  の役割と実際   ○ 弁護士の役割 ○ 司法書士の役割 ○ 社会福祉士の活動の実際   

接が必要な者に対する権利擁護活 のについてする 
動実際理解。  

○ 被虐待児・者（高齢者を含む。）への対応の実際 ○ アルコール等依存者への対応の英傑  

○ 非行少年への対応の実際 ○ ホームレスヘの対応の実際 ○ 多聞埼玉複ケースへの対応の実際  
○ 障害児・者への支援の実際  



※ 参考資料2「社会福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」22頁参照  
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2－a 相談援助の基盤と専門職（60時間）  

シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項   

・社会福祉士の役割（総合的かつ包括   ①社会福祉士の役割と意義  ○ 社会福祉士及び介護福祉士法   ・定義、義務   

的な援助及び地域福祉の基盤整備と  ・法制度成立の背景   

開発含む）と意義について理解する。  ・法制度見直しの背景  

・その他  
・精神保健福祉士の役割と意義につい  

て理解する。  
○ 社会福祉士の専門性  

②精神保健福祉士の役割と意義  ○ 精神保健福祉士法   ・定義、義務  

・その他  

○ 精神保健福祉士の専門性  
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